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表Ⅰ  精神障がい者の社会復帰施設実習での学び 
カテゴリー サブカテゴリー 記述内容の例 
人間対人間の関わり方 
 
 
 
 
 
 
 
A 
【看護師という人間】 対 
【病人or看護を必要とする
人間】 
 
 
 
・対象者が自分の病気に積極的な意味を見つけるために
は、こちらが持っている病気への否定的な考えをやめ
なくてはいけない。 
・患者と看護師（訪問）の関係において互いに建前を突
き破ったところの人間関係を確立することの実際を
体験した 
・関係性を確立するのは、カテゴリーでもなく、レッテ
ルでもなく…一人の人間として、その人が今必要な支
援は何なのかを考え、利用者を見守ることを前提にお
いての支援をする。 
・職員に促されて行う方の多くは表情が乏しい、言葉数
が少ない、あまり積極的に他の方の輪に入ろうとしな
い。 
・（スタッフが）利用者一人一人に合った接し方で….
一人の人間に対して、全力で向き合う姿が見られた。 
・（利用者に対して）病人扱いをしたりせずに人として
平等に接する。 
・だれも障がいをもっている、それが見えるか見えない
か（看護師も一人の人間）。 
・スタッフと利用者さんのかかわり方が信頼関係を築く
ことでつながっている。 
・精神疾患の方と関わるという特別な関わり方はありま
せん。 
・（利用者は社会で）自立して生活をしているので、（ス
タッフは一人の社会人として）注意するときは注意す
る。 
・偏見を持たずに一人の人間として接する。 
・ケアや接し方は人それぞれ（個別性のある対応）。【D
可】 
・教科書に書いてないその方の個別性、独自性を発見し
ながら、援助につなげていくことが大切。【D可】 
・（スタッフ）個人的な価値観を押し付けない。【D可】 
B 
治療的な自己利用（治療道
具としての自己活用） 
 
 
・相手（対象者）から返答がなくても視線や表情の変化
を観察していれば、無反応であるということはない；
トラベルビーが述べるように相手を観察することで、
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相手からの反応を理解することにつながり、意味のあ
るコミュニケーションを取ることができる。 
・傾聴だけでは当てではない、社会のルールを教えるこ
ともかかわりのなかで大切なこと；傾聴し、共感する
ことにより、お互いを人間として知覚しながらこと
で、人格の真価を認めあうことで、傾聴関係が生まれ
る。 
・（信頼関係で）消極的であった利用者も受容的態度を
示すことによって、こちらに目線を合わせてくださっ
たり、…積極的にコミュニケーションを取って下さっ
た。 
・一緒に利用者と作業を行うことによって肯定的フィー
ドバックを行い、自己効力感を高める。 
・（スタッフが）社会ルールをゆっくりと時間をかけて
利用者に伝えることによって、信頼関係が生まれ、‥
‥（利用者が）納得してもらい、地域社会にとけこん
でいくこと。 
・つねにハッピーオーラを出す….（利用者の）過去の
辛い思いにとらわれず、今を全力で楽しむ。 
・笑顔が自分から相手に、相手から自分にかかわってい
く。 
・「今がとても楽しい」といったように人との出会いが
その人の人生を変えることができるのだ。 
Humanizationへの道のり 
（その人らしい生き方） 
C 
対象者のおかれた状況への
理解および共感への近づき 
 
 
 
 
・実習前に抱いていた“怖い”という精神疾患のイメー
ジがなくなり、私たちと同じ悩みながら毎日自分自身と
闘っているのだ。 
・教科書以外のこと（対象者の状況）が見えてくるもの
がある。 
・日常生活を送られるように服薬管理が必要だ…飲み忘
れについて（訪問）看護師と一緒に話し合い、対策を（考
える）。 
・皆さんの共通点は利用者さん一人一人に辛い過去があ
り、みんなそれを乗り越えたから今がある。 
・毎日を一生懸命生きて自分を真剣に向き合うことは大
切（利用者の姿）。 
・施設に通う互いのことを相談できる仲間と過ごしてい
るため、精神的に辛い時期をのりこえていくことができ
ること。 
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・家族を持つ人もいる、…次の世代を育てることに関心
が持っていない、自分自身（発達段階）も停滞し、やる
気が低下する。 
・精神障がいは社会が・人が原因で発病されてしまい、
また人との関わりの中で障がいが寛解に向けてのよい
作用という人が人をなおしていくということが学べた。 
・体調がすぐれていないので、（作業に）無理に参加せ
ず横になっている人もいる。【D可】 
・獲得すべき発達段階（同一性）を獲得できなかったこ
とに、病気のことで自信が持てず、心が不安定なまま
生きてこられたことがある。 
 
 
D 
その人に即した支援 
 
 
・地域の協力が必要であるにもかかわらず地域の理解が
乏しい…住みにくい（社会の偏見がある現状）。 
・利用者さんは同じ症状がある人同士で悩みをうちあけ
ることによって、気がずいぶんと楽になる 
・人手が足りないのもあるが、…病院で見られた対応は
温かみに欠けている（病院と社会復帰施設の違い）。 
・施設実習では一人一人個別性を重視し、まるで家族の
ように・ 
・利用者の症状や言動も「その人らしさ」（訪問看護） 
・施設は病棟と違い、利用者が主体となって、活動し、
その活動を職員が支援している。 
・（施設は）作業するだけではなく、同じ精神疾患を持
つ利用者同士のコミュニティの場にもなっている。 
・（施設は）働くための知識や技術向上のための場を提
供している。 
・利用者が地域で生活できるよう活動の内容も地域に沿
った活動なのだ。 
・（施設は）企業など雇用されることが困難である、雇
用契約に基づく就労が困難である対象者の強みを生
かし、社会生活を営む力を維持し、高める場…時間管
理をきっちり行っているんだと感じた。 
・（障がいを）見た目では判断されにくいため、社会で
大変な思いをされる方がいるため、後押しをしている
（施設は導くではない）。 
・利用者自身がやりたいことを見つけ出し、地域社会に
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出て関わろうと意欲を引き出していくこと。 
・退を院後の通院先を一緒に対象者にあったクリニック
を探すことも大切。 
・（病院と違って）利用者が主体ですべて行い、自分で
考えて、自分で行動するという自立につながる支援を
されていた。 退院に向けている支援をするにあたり
役立つと考えた（入院中の必要な看護）。 
・利用者が思ったことをそのまま発言し、その発言は社
会生活の中では言ってはいけないのだと注意し、ま
た、何を話せば良いかわからないという言葉に対し、
自分から質問を投げかける 
・生活支援センターとの大きな違いがあり、（作業所）
働くことは達成感を得られ、自己の存在感を確認がで
きる。 
・基本的には利用者自身が主体的で、自分の役割を自分
で見つけ、疲れたら休憩を自己判断でとられていた。 
・社会的なルールを守らなければならない。 
・服薬の自己管理が必要。 
・（観察）実際に作業をしてみて…集中力や体力が必要。 
・利用者の退院後は定期的に精神病院やクリニック・カ
ウンセラーに通う方もいる。 
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